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川勝忍. セミナー4 神経変性疾患における高次脳機能障害と画像・病理. 第46回日本高次脳機能障害学会学術総

会; 20221203; 山形. 
 
〔招待講演〕 
 
志賀哲也. ミスマッチ陰性電位によるシナプス可塑性の定量的観察と臨床治療評価. 第52回日本臨床神経性理学

会学術大会; 20221124-26; 京都. 臨床神経生理学. 50(5):271. 
 
〔その他〕 
 
志賀哲也. 統合失調症の薬物療法～アセナピン舌下錠の役割～. 第17回東北CNS俱楽部; 20220525; Web. 
 
志賀哲也. 不眠症の薬物療法について. 持田製薬株式会社社員教育; 20220831; 会津若松. 
 
志賀哲也. 統合失調症治療に有用な生物学的マーカーの開発を目指して. 第18回会津地域統合失調症研究会; 
20221012; 会津若松. 
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Aizawa M, Utano K, Nemoto D, Isohata N, Endo S, Tanaka N, Hewett DG, Togashi K. Risk of Delayed 
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Analysis. Gastroenterology. 202206; 163(1):174-189. 
 
Nemoto D, Guo Z, Peng B, Zhang R, Nakajima Y, Hayashi Y, Yamashina T, Aizawa M, Utano K, Lefor AK, 
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endoscopic images. International Journal of Colorectal Disease. 202208; 37(8):1875-1884. 
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length measured by CT colonography. Japanese Journal of Radiology. 202203; 40(3):298-307. 
 
Yasuda T, Honda T, Utano K, Kato T, Togashi K, Yamaguchi S, Yasaka T. Diagnostic accuracy of ultra-low-
dose CT colonography for the detection of colorectal polyps: a feasibility study. Japanese Journal of Radiology. 
202208; 40(8):831-839. 
 
Sekiguchi M, Hotta K, Takeuchi Y, Tanaka S, Yamamoto H, Shinmura K, Harada K, Uraoka T, Hisabe T, 
Sano Y, Kondo H, Horimatsu T, Kikuchi H, Kawamura T, Nagata S, Yamamoto K, Tajika M, Tsuji S, Kusaka 
T, Okuyama Y, Yoshida N, Moriyama T, Hasebe A, So S, Kobara H, Kashida H, Miyanaga R, Kato S, 
Hayashi Y, Sada M, Fukuzawa M, Kato H, Takayama T, Konishi J, Matsushita HO, Narasaka T, Ohata K, 
Togashi K, Nakamura H, Moriichi K, Oda Y, Kanda N, Kuwai T, Terai S, Sanomura M, Kitamura S, 
Miyamoto H, Kiriyama S, Mizuno C, Saito Y, Sekine S, Ito S, Nakahira H, Oka S, Hayashi Y, Yoshimura K, 
Ishikawa H, Matsuda T; C-NET STUDY Group. Characteristics of colorectal neuroendocrine tumors in 
patients prospectively enrolled in a Japanese multicenter study: a first report from the C-NET STUDY. 
Journal of Gastroenterology. 202208; 57(8):547-558. 
 
Shibata M, Inukai A, Yoshimori D, Ashizawa M, Nakajima T, Takada M, Yazawa T, Mimura K, Inoue N, 
Watanabe T, Tachibana K, Muto S, Kono K, Endo S, Takenoshita S. Metabolic Impact of Immune-
Suppressor Cells in Cancer Patients. Journal of Surgery and Research. 202201; 5(1):134-144. 
 
Endo S, Isohata N, Kojima K, Kadono Y, Amano K, Otsuka H, Fujimoto T, Egashira H, Saida Y, Japan 
Colonic Stent Safe Procedure Research Group. Prognostic factors of patients with left-sided obstructive 
colorectal cancer: post hoc analysis of a retrospective multicenter study by the Japan Colonic Stent Safe 
Procedure Research Group. World Journal of Surgical Oncology. 202201; 20(1):24. 
 
齋藤拓朗, 星ひかり, 大井川百合, 橋本重厚, 歌野健一, 歌野有香. 【チェックリストの作り方、使い方】実
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践報告 福島県立医科大学会津医療センター(福島県会津若松市) 画像検査結果確認チェックリストの作成・運用

による画像診断報告書見落とし防止. 患者安全推進ジャーナル. 202206; 68:25-29. 
 
五十畑則之, 遠藤俊吾, 芦澤舞, 根本鉄太郎, 根本大樹, 愛澤正人, 歌野健一, 冨樫一智, 鈴志野聖子, 添
田暢俊, 齋藤拓朗. 局所進行直腸癌に対する術前化学療法の成績. 癌と化学療法. 202212; 49(13):1399-1401. 
 
〔総説等〕 
 
Togashi K. Superficially serrated adenoma: Novel precursor in the serrated pathway. Digestive Endoscopy. 
202201; 34(1):77-78. 
 
Togashi K, Utano K, Lefor AK. In reply(Letter to the Editor: 40(4):439-440). Japanese Journal of Radiology. 
202204; 40(4):441-442. 
 
Shibata M, Nanno K, Yoshimori D, Nakajima T, Takada M, Yazawa T, Mimura K, Inoue N, Watanabe T, 
Tachibana K, Muto S, Momma T, Suzuki T, Kono K, Endo S, Takenoshita S. Myeloid-derived suppressor 
cells: Cancer, autoimmune diseases, and more. Oncotarget. 202211; 13:1273-1285. 
 
根本大樹, 五十畑則之, 冨樫一智. 【こんなときどうする】大腸 診断 大腸癌による狭窄のためそれより口側

にスコープを挿入できない. 消化器内視鏡. 202203; 34(3):424-425. 
 
永田浩一，木島茂喜，松岡正樹，五十畑則之，大平弘正. 大腸がん検診. 消化器内視鏡. 202204; 34(4):688-
691. 
 
根本大樹, 中島勇貴, 愛澤正人, 鈴木康平, 歌野健一, 冨樫一智. 【大腸鋸歯状病変のすべて】治療 大腸鋸

歯状病変の切除方法とコツ. 消化器内視鏡. 202205; 34(5):987-993. 
 
中島勇貴, 歌野健一, 冨樫一智. 治療法の再整理とアップデートのために 専門家による私の治療 虚血性腸管

障害（虚血性大腸炎を除く）. 日本医事新報. 202206; 5120:41-42. 
 
斎藤博, 樋渡信夫, 野崎良一, 鈴木康元, 小林望, 関口正宇, 只野敏浩, 永田浩一, 西田博, 松田尚久, 松
本啓志, 村上晴彦, 山口和也, 歌野健一, 遠藤俊吾, 角川康夫, 金岡繁, 雑賀公美子, 馬嶋健一郎, 町井涼

子, 松浦邦彦, 松田一夫, 日本消化器がん検診学会大腸がん検診精度管理委員会. 大腸がん検診マニュアル 

2021年度改訂版. 日本消化器がん検診学会雑誌. 202205; 60(3):385-536. 
 
中島勇貴, 歌野健一, 根本大樹, 愛澤正人, 冨樫一智. 小腸疾患 診断・治療の最新動向 腸閉塞 絞扼性腸閉

塞. 日本臨床. 202207; 80(7):344-347. 
 
歌野健一, 根本大樹, 愛澤正人, 五十畑則之, 遠藤俊吾, 冨樫一智. 消化管画像診断（CT、MRI、PET） 現

状と課題 (1)大腸CT検査（CT colonography） がん検診、がん術前検査での展開. 臨床消化器内科. 202204; 
37(4):411-418. 
 

書籍等出版物 
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冨樫一智, 歌野健一. 17. カプセル内視鏡を用いた消化管健診の可能性. In: 西崎泰弘 総編集. 検診・人間ドック

ハンドブック改訂7版. 東京: 中外医学社; 202202. p.224. 
 
冨樫一智, 根本大樹, 朱欣. 事例編 下部AI Chapter13 ポリープ検出. In: 藤田広志 監修. 医療AIとディー

プラーニングシリーズ 内視鏡画像AI. 東京: オーム社; 202211. p.129-134. 
 

研究発表等（講演・口頭発表等） 

 
〔研究発表〕 
 
五十畑則之, 遠藤俊吾, 根本鉄太郎, 佐久間芽衣, 冨樫一智, 鈴志野聖子, 添田暢俊, 齋藤拓朗. 大腸癌手

術時のDST吻合における縫合不全リスク因子・予測因子の検討、第122回日本外科学会定期学術集会; 20220414; 
Web. 抄録集. SF-043. 
 
見城明, 丸橋繁, 遠藤俊吾, 鈴木弘行. 特定行為研修修了者に関する医師・看護師を対象とした院内意識調査 

タスクシフトの促進にむけた課題と対応策の検討. 第122回日本外科学会定期学術集会; 20220414; Web. 抄録集. 
SF-056. 
 
遠藤英成, 遠藤俊吾, 五十畑則之. COVID19ワクチン接種を契機に発症した IgG4関連疾患で横行結腸狭窄を呈

した１例. 第33回内視鏡外科フォーラム in仙台; 20220521; 仙台. プログラム・抄録集. 31. 
 
遠藤俊吾, 榎本俊行, 小泉浩一, 天野邦彦, 牛込充則, 門野義弘, 大木岳彦, 齋藤修治, 斉田芳久. 左側閉塞

性大腸癌に対するBridge to surgeryを目的とした減圧療法. 第97回大腸癌研究会; 20220708; 東京/Web. 抄録集. 
29. 
 
鈴木康平, 歌野健一, 中島勇貴, 根本大樹, 愛澤正人, 五十畑則之, 遠藤俊吾, 冨樫一智. 腹部CT検査によ

り進行大腸癌を発見できるか？Multi-detector CT機器における super-expertの診断能.第97回大腸癌研究会; 
20220708; 東京/Web. 抄録集38. 
 
小嶋幸一郎, 遠藤俊吾, 天野邦彦, 藤本竜也, 白鳥俊康, 河村卓二, 加藤博之, 渡邉典子, 岡村修, 斉田芳

久. 左側閉塞性大腸癌の予後因子に関する検討. 第97回大腸癌研究会; 20220708; 東京/Web. 抄録集. 78. 
 
五十畑則之, 遠藤俊吾, 芦澤舞, 根本鉄太郎, 根本大樹, 愛澤正人, 歌野健一, 冨樫一智. 当科における閉塞

性大腸癌に対する治療方針と成績. 第97回大腸癌研究会; 20220708; 東京/Web. 抄録集. 81. 
 
五十畑則之, 遠藤俊吾, 遠藤英成, 根本鉄太郎, 鈴志野聖子, 添田暢俊, 齋藤拓朗. 当科における局所進行結

腸癌に対する術前化学療法の成績. 第77回日本消化器外科学会総会; 20220721; 横浜/Web. 抄録集. P137-2. 
 
遠藤英成, 遠藤俊吾, 五十畑則之, 根本鉄太郎, 鈴志野聖子, 添田暢俊, 齋藤拓朗. 当科における高齢者大腸

癌患者の在院日数短縮に向けた取り組み. 第77回日本消化器外科学会総会; 20220721; 横浜/Web. 抄録集. P119-1. 
 
愛澤正人, 鈴木康平, 中島勇貴, 根本大樹, 歌野健一, 冨樫一智. 抗生剤投与が増悪の契機となった小腸大腸
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型クローン病の1例. 第35回福島県炎症性腸疾患研究会; 20221008; 郡山. 
 
五十畑則之, 遠藤俊吾, 芦澤舞, 遠藤英成, 根本鉄太郎, 根本大樹, 愛澤正人, 歌野健一, 冨樫一智. 当科

における人工肛門造設術の手技と合併症対策.第77回日本大腸肛門病学会総会; 20221014; 千葉. 日本大腸肛門病

学会誌. 75(抄録):A67. 
 
古屋信二, 園田寛道, 鳥越貴行, 松田明久, 松橋延壽, 市川大輔, 石原聡一郎, 衛藤謙, 湯川寛夫, 横山康

行, 長谷川傑, 伊藤慎吾, 坂本一博, 幸田圭史, 榎本正統, 遠藤俊吾, 石丸啓, 片岡幸三, 石田秀行, 山田

岳史. インターシードを使用した腹腔鏡補助下大腸癌手術後の腸閉塞発症率─多施設共同前向き観察研究. 第77
回日本大腸肛門病学会総会; 20221014; 千葉. 日本大腸肛門病学会誌. 75(抄録):A73. 
 
根本大樹, 中島勇貴, 愛澤正人, 鈴木康平, 五十畑則之, 遠藤俊吾, 冨樫一智. 大腸ESDの工夫とTED法

による標本回収. 第77回日本大腸肛門病学会総会; 20221014; 千葉. 日本大腸肛門病学会誌. 75(抄録):A156. 
 
中島勇貴, 根本大樹, 鈴木康平, 愛澤正人, 歌野健一, 五十畑則之, 遠藤俊吾, 北條洋, 冨樫一智. 大腸p-
T1癌のリンパ節転移・遠隔転移の危険因子：一定の病理基準による単施設での検討.第77回日本大腸肛門病学会

総会; 20221015; 千葉. 日本大腸肛門病学会誌. 75(抄録):A146. 
 
芦澤舞, 遠藤俊吾, 五十畑則之. BTS目的の大腸ステント留置が無効であった柿の種による閉塞性下行結腸癌の

１例. 第10回大腸ステント安全手技研究会; 20221028; 福岡. プログラム:6. 
 
遠藤英成, 遠藤俊吾, 五十畑則之, 芦澤舞, 根本鉄太郎, 鈴志野聖子, 添田暢俊, 齋藤拓朗. 大腸癌手術症

例において吻合法別の早期合併症と炎症反応推移の検討. JDDW 2022（消化器外科学会）; 20221028; 福岡. 抄録

集. 外P-272. 
 
五十畑則之, 遠藤俊吾, 芦澤舞, 根本鉄太郎, 根本大樹, 愛澤正人, 歌野健一, 冨樫一智. 閉塞性大腸癌の術

前口側結腸の評価.第40回大腸検査法学会総会; 20221105; 東京. プログラム・抄録集. 94. 
 
遠藤俊吾, 小嶋幸一郎, 天野邦彦, 牛込充則, 榎本俊行, 大木岳志, 加藤博之, 齊藤修治, 神山篤史, 斉田

芳久. 閉塞性大腸癌に対する治療方針 多施設共同研究のpost-hoc解析による左側閉塞性大腸癌の予後因子. 第
84回日本臨床外科学会総会; 20221124; 福岡. 
 
愛澤正人, 鈴木康平, 中島勇貴, 根本大樹, 歌野健一, 冨樫一智. タクロリムスでの寛解導入後に維持療法と

して生物学的製剤を用いた重症潰瘍性大腸炎症例の検討. 第13回日本炎症性腸疾患学会学術集会; 20221125-26; 
大阪. 抄録集. P-126. 
 
芦澤 舞, 遠藤俊吾, 五十畑則之, 根本鉄太郎. 腹腔鏡補助下結腸切除術の術後在院日数短縮の取り組み.第35
回日本内視鏡外科学会総会; 20221209; 名古屋. 抄録集. MO98-6. 
 
〔シンポジウム〕 
 
中島勇貴, 根本大樹, 鈴木康平, 愛澤正人, 歌野健一, 五十畑則之, 遠藤俊吾, 北條洋, 冨樫一智. 大腸p-
T1癌の転移・再発の危険因子の検討. 第40回大腸検査法学会総会; 20221104; 東京. 
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〔特別講演〕 
 
遠藤俊吾. 左側閉塞性大腸癌に対する治療・大腸癌治療の late lineを考える. 第474回八戸外科集談会; 
20220526; Web. 
 
〔その他〕 
 
愛澤正人. 潰瘍性大腸炎の治療 顆粒球除去療法の治療成績を含めて. 第7回会津 IBD講演会; 20220610; 会津若

松. 
 
愛澤正人. 抗生剤投与が増悪の契機となった小腸大腸型クローン病の１例. 第2回 IBDカンファレンス in会津; 
20220618; 会津若松. 
 
愛澤正人. 潰瘍性大腸炎、外来における初期治療のポイント. 第346回会津地区消化器病研究会; 20220623; 会津
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